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２ 教育・研究活動

(６) 教育課程の変更状況
①大学院学校教育研究科
ア 国立大学法人上越教育大学学則の一部を改正する学則新旧対照表（抜粋）

改正後（平成19年度以降） 改正前（平成18年度以前）

国立大学法人上越教育大学学則（抄） 国立大学法人上越教育大学学則（抄）

（単位の計算方法） （単位の計算方法）
第４５条 授業科目の単位の計算方法は，１単位の授業科目を45時間の学修を必要とする 第４５条 授業科目の単位の計算方法は，１単位の授業科目を45時間の学修を必要とする
内容をもって構成することを標準とし，授業の方法に応じ，その授業による教育効果， 内容をもって構成することを標準とし，授業の方法に応じ，その授業による教育効果，
授業時間外に必要な学修等を考慮して，次の基準によるものとする。この場合において， 授業時間外に必要な学修等を考慮して，次の基準によるものとする。
講義，演習，実験，実習又は実技のうち，二つ以上の方法の併用により行う授業につい
て，同基準を考慮して単位数を定める。
(1)

略
(1) 講義及び演習については，15時間の授業をもって１単位とする。

(2) (2) 実験，実習及び実技については，30時間の授業をもって１単位とする。
２ 略 ２ 前項の規定にかかわらず，卒業研究の授業科目については，これに必要な学修等を考

慮して単位数を定める。

（成績の評価） （成績の評価）
第５０条 授業科目の試験の成績は，Ｓ，Ａ，Ｂ，Ｃ及びＤの５種の評語をもって表し， 第５０条 授業科目の試験の成績は，Ａ，Ｂ，Ｃ及びＤの４種の評語をもって表わし，Ａ，
Ｓ，Ａ，Ｂ及びＣを合格とし，Ｄを不合格とする。 Ｂ及びＣを合格とし，Ｄを不合格とする。

（専攻及び収容定員） （専攻及び収容定員）
第６５条 大学院学校教育研究科に，専攻を置き，専攻及び収容定員は，次の表のとおり 第６５条 大学院学校教育研究科に，専攻を置き，専攻及び収容定員は，次の表のとおり
とする。 とする。

専 攻 名 入 学 定 員 収 容 定 員 専 攻 名 入 学 定 員 収 容 定 員

学 校 教 育 専 攻 120人 240人 学 校 教 育 専 攻 120人 240人
幼 児 教 育 専 攻 10 20 幼 児 教 育 専 攻 10 20
特 別 支 援 教 育 専 攻 30 60 障 害 児 教 育 専 攻 30 60
教 科 ・ 領 域 教 育 専 攻 140 280 教 科 ・ 領 域 教 育 専 攻 140 280

計 300 600 計 300 600

２ 略 ２ 略

（教育方法及び教育課程の編成方法等） （教育方法及び教育課程の編成方法等）
第７０条 大学院の教育課程は，その教育上の目的を達成するために必要な授業科目を開 第７０条 大学院の教育は，授業科目の授業及び学位論文の作成等に対する指導（以下「研
設するとともに学位論文の作成等に対する指導（以下「研究指導」という。）によって， 究指導」という。）によって行う。
体系的に編成するものとする。

２ 大学院の教育は，授業科目の授業及び研究指導によって行い，授業科目は，共通科目 ２ 授業科目は，共通科目及び専攻科目に区分する。
及び専攻科目に区分する。
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改正後（平成19年度以降） 改正前（平成18年度以前）

（専攻の目的，授業科目及び履修方法等） （授業科目及び履修方法等）
第７１条 専攻の目的，授業科目及びその履修方法並びに研究指導の方法その他必要な事 第７１条 授業科目及びその履修方法並びに研究指導の方法その他必要な事項は，別に定
項は，別に定める。 める。

（課程の修了） （課程の修了）
第７９条 修了の要件は，大学院に２年以上在学し，所定の30単位以上を修得し，かつ， 第７９条 修了の要件は，大学院に２年以上在学し，所定の30単位以上を修得し，かつ，
必要な研究指導を受けた上，学位論文又は特定の課題についての研究の成果の審査及び 必要な研究指導を受けた上，学位論文の審査及び試験に合格することとする。
試験に合格することとする。ただし，第75条第１項に規定する長期履修学生の修了要件
にかかる在学年数は，３年以上とする。

２ 略 ２ 前項の学位論文には，専攻の種類に応じ，指導教員の許可を得て，研究演奏又は研究
作品を加えることができる。

３ 略 ３ 第１項に規定する修了の要件を満たした学生に対する修了の認定は，教授会の議を経
て，学長が行う。

（資格の取得） （資格の取得）
第８１条 略 第８１条 大学院学校教育研究科において取得することができる教員の免許状の種類は，

次のとおりとする。
(1) (1) 学校教育専攻

小学校教諭専修免許状
中学校教諭専修免許状（国語，社会，数学，理科，音楽，美術，保健体育，保健，
技術，家庭，職業，職業指導，英語，ドイツ語，フランス語，宗教）
高等学校教諭専修免許状（国語，地理歴史，公民，数学，理科，音楽，美術，工芸，

略
書道，保健体育，保健，看護，家庭，情報，農業，工業，商業，水産，福祉，商船，
職業指導，英語，ドイツ語，フランス語，宗教）
幼稚園教諭専修免許状

(2) (2) 幼児教育専攻
小学校教諭専修免許状
幼稚園教諭専修免許状

(3) (3) 特別支援教育専攻
特別支援学校教諭専修免許状 盲学校教諭専修免許状
特別支援学校教諭一種免許状 盲学校教諭一種免許状

聾学校教諭専修免許状
ろう

聾学校教諭一種免許状
ろう

養護学校教諭専修免許状
養護学校教諭一種免許状

(4) 略 (4) 教科・領域教育専攻
小学校教諭専修免許状
中学校教諭専修免許状（国語，社会，数学，理科，音楽，美術，保健体育，保健，
技術，家庭，英語）
高等学校教諭専修免許状（国語，地理歴史，公民，数学，理科，音楽，美術，工芸，
保健体育，保健，家庭，工業，英語）
幼稚園教諭専修免許状
養護教諭専修免許状
栄養教諭専修免許状
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改正後（平成19年度以降） 改正前（平成18年度以前）

２ 略 ２ 前項の免許状を取得しようとする者は，教育職員免許法及び教育職員免許法施行規則
に定める所要の単位を修得しなければならない。

附 則
１ この学則は，平成19年４月１日から施行する。
２ 大学院学校教育研究科の障害児教育専攻は，改正後の第65条の規定にかかわらず，平
成19年４月１日前に当該専攻に在学する者が，当該専攻に在学しなくなる日までの間，
存続するものとする。

３ 第65条第１項の表に規定する大学院学校教育研究科の専攻，入学定員及び収容定員の
うち，平成19年度の大学院学校教育研究科の専攻及び収容定員は，同条同項の規定にか
かわらず，次の表のとおりとする。

専 攻 名 収 容 定 員

学 校 教 育 専 攻 240人
幼 児 教 育 専 攻 20
特 別 支 援 教 育 専 攻 30
障 害 児 教 育 専 攻 30
教 科 ・ 領 域 教 育 専 攻 280

計 600

４ 平成18年度以前に大学院学校教育研究科に入学した学生については，この学則による
改正後の国立大学法人上越教育大学学則第79条第１項本文及び第81条第１項第３号の規
定にかかわらず，なお従前の例による。
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イ 上越教育大学大学院学校教育研究科履修規程の一部を改正する規程新旧対照表（抜粋）

改正後（平成19年度以降） 改正前（平成18年度以前）

上越教育大学大学院学校教育研究科履修規程（抄） 上越教育大学大学院学校教育研究科履修規程（抄）

（趣旨） （趣旨）
第１条 この規程は，国立大学法人上越教育大学学則（平成16年学則第１号。以下「学則」 第１条 この規程は，国立大学法人上越教育大学学則（平成16年学則第１号。以下「学則」
という。）第71条の規定に基づき，大学院学校教育研究科（以下「大学院」という。） という。）第71条の規定に基づき，大学院学校教育研究科（以下「大学院」という。）
における専攻の目的，開設する授業科目及びその履修方法並びに研究指導の方法につい において開設する授業科目及びその履修方法並びに研究指導の方法について必要な事項
て必要な事項を定める。 を定める。
（専攻の目的）

第２条 大学院の専攻において学生に修得させるべき能力等の教育目標は，次の表に掲げ
るとおりとする。
専 攻 名 目 的

学 校 教 育 専 攻 臨床的視点から学校教育に関する理論と応用を教授研究し，
広い視野に立つ精深な学識を授け，教育にたずさわる者の使
命と熱意に応え，その研究研鑽を推進するとともに，初等中
等教育の場において教育研究を創造的に推し進めることので
きる能力を備えた有為の教育者を養成することを目的とする。

幼 児 教 育 専 攻 幼児教育に関する理論と応用を教授研究し，広い視野に立
つ精深な学識を授け，教育にたずさわる者の使命と熱意に応
え，その研究研鑽を推進するとともに，初等中等教育の場に
おいて教育研究を創造的に推し進めることのできる能力を備
えた有為の教育者を養成することを目的とする。

特別支援教育専攻 特別支援教育に関する理論と応用を教授研究し，広い視野
に立つ精深な学識を授け，教育にたずさわる者の使命と熱意
に応え，その研究研鑽を推進するとともに，初等中等教育の
場において教育研究を創造的に推し進め，障害のある幼児・
児童・生徒に適切な指導と必要な支援を行うことのできる能
力を備えた有為の教育者を養成することを目的とする。

教科・領域教育専攻 教科教育の多様な視点から学校教育に関する理論と応用を
教授研究し，広い視野に立つ精深な学識を授け，教育にたず
さわる者の使命と熱意に応え，その研究研鑽を推進するとと
もに，初等中等教育の場において教育研究を創造的に推し進
めることのできる能力を備えた有為の教育者を養成すること
を目的とする。

（専攻・コース） （専攻・コース）
第３条 学生は，学校教育専攻（学習臨床，発達臨床及び臨床心理学の各コース），幼児 第２条 学生は，学校教育専攻（学習臨床，発達臨床及び臨床心理学の各コース），幼児
教育専攻，特別支援教育専攻及び教科・領域教育専攻（言語系，社会系，自然系，芸術 教育専攻，障害児教育専攻及び教科・領域教育専攻（言語系，社会系，自然系，芸術系
系及び生活・健康系の各コース）のいずれかに所属し履修するものとする。 及び生活・健康系の各コース）のいずれかに所属し履修するものとする。

２ 略 ２ 各専攻・コースを履修する入学年次ごとの標準の学生数は，次の表に掲げるとおりと
する。



- 5 -

改正後（平成19年度以降） 改正前（平成18年度以前）

専 攻 ・ コ ー ス 名 学 生 数 専 攻 ・ コ ー ス 名 学 生 数
学 習 臨 床 コ ー ス 約60人 学 習 臨 床 コ ー ス 約60人

学 校 教 育 専 攻 発 達 臨 床 コ ー ス 約42人 学 校 教 育 専 攻 発 達 臨 床 コ ー ス 約42人
臨 床 心 理 学 コ ー ス 約18人 臨 床 心 理 学 コ ー ス 約18人

幼 児 教 育 専 攻 10人 幼 児 教 育 専 攻 10人
特 別 支 援 教 育 専 攻 30人 障 害 児 教 育 専 攻 30人

言 語 系 コ ー ス 約25人 言 語 系 コ ー ス 約25人
社 会 系 コ ー ス 約25人 社 会 系 コ ー ス 約25人

教科・領域教育専攻 自 然 系 コ ー ス 約30人 教科・領域教育専攻 自 然 系 コ ー ス 約30人
芸 術 系 コ ー ス 約30人 芸 術 系 コ ー ス 約30人
生 活 ・ 健 康 系 コ ー ス 約30人 生 活 ・ 健 康 系 コ ー ス 約30人
計 300人 計 300人

（修了要件と履修単位の区分） （修了要件と履修単位の区分）
第６条 修了要件を満たすためには，大学院に２年以上在学し，別表第２に規定する履修 第５条 修了要件を満たすためには，大学院に２年以上在学し，別表第２に規定する履修
基準に基づき30単位以上を修得し，かつ，学位論文又は特定の課題についての研究の成 基準に基づき30単位以上を修得し，かつ，学位論文の審査及び試験に合格しなければな
果の審査及び試験に合格しなければならない。ただし，標準修業年限を超えて一定の期 らない。
間にわたり計画的に教育課程を履修し修了することを希望する者の修了要件に係る在学
年数は，３年以上とする。

（研究計画，研究題目及び履修登録） （研究題目及び履修登録）
第１０条 学生は，入学後速やかに指導教員の指導を受けて，別に定めるところに従い研 第８条 学生は，入学後速やかに指導教員の指導を受けて，その研究題目を決定しなけれ
究計画を立てるとともに，その研究題目を決定しなければならない。 ばならない。

２ 略 ２ 学生は，前項によるもののほか，当該年度内に履修しようとする授業科目について，
別に定めるところに従い履修登録を行わなければならない。

（成績の評価）
第１３条 授業科目の試験の成績は，Ｓ，Ａ，Ｂ，Ｃ及びＤの５種の評語をもって表し， （成績の評価）
100点満点中90点以上をＳ，80点以上90点未満をＡ，70点以上80点未満をＢ及び60点以 第１１条 授業科目の試験の成績は，Ａ，Ｂ，Ｃ及びＤの４種の評語をもって表し，Ａ，
上70点未満をＣとして合格とし，60点未満をＤとし，不合格とする。 Ｂ及びＣを合格とし，Ｄを不合格とする。

２ 学生は，一度合格と判定された授業科目については，取り消すこと又は再履修するこ
とができない。

（学位論文の提出及び審査等） （学位論文の提出及び審査等）
第１５条 学位論文又は特定の課題についての研究の成果の提出，審査及び試験について 第１３条 学位論文の提出，審査及び試験については，上越教育大学学位規則（平成16年
は，上越教育大学学位規則（平成16年規則第17号）の定めるところによる。 規則第17号）の定めるところによる。
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改正後（平成19年度以降） 改正前（平成18年度以前）

別表第１（第４条関係） 別表第１（第３条関係）

専 攻 ・ コ ー ス 名 等 教員の免許状の種類（免許教科） 専 攻 ・ コ ー ス 名 等 教員の免許状の種類（免許教科）

盲学校教諭専修免許状
盲学校教諭一種免許状

特 別 支 援 教 育 専 攻
特別支援学校教諭専修免許状

障 害 児 教 育 専 攻
聾学校教諭専修免許状
ろう

特別支援学校教諭一種免許状 聾学校教諭一種免許状
ろう

養護学校教諭専修免許状
養護学校教諭一種免許状

略 略

別表第２（第６条関係） 別表第２（第５条関係）

区分 授 業 科 目 の 領 域 単位 摘 要 区分 授 業 科 目 の 領 域 単位 摘 要

略

専攻 専 門 科 目 全専攻・コース共通とし，16単 専攻 専 門 科 目 全専攻・コース共通とし，16単
科目 学習臨床に関する科目 位以上を修得するものとする。 科目 学習臨床に関する科目 位以上を修得するものとする。

発達臨床に関する科目 発達臨床に関する科目
幼児教育に関する科目 幼児教育に関する科目
特別支援教育に関する科目

16
障害児教育に関する科目

16
言語系教育に関する科目 言語系教育に関する科目
社会系教育に関する科目 社会系教育に関する科目
自然系教育に関する科目 自然系教育に関する科目
芸術系教育に関する科目 芸術系教育に関する科目
生活・健康系教育に関する科目 生活・健康系教育に関する科目

略 略

略 略

附 則
１ この規程は，平成19年４月１日から施行する。
２ 平成18年度以前に大学院学校教育研究科に入学した学生については，この規程による
改正後の上越教育大学大学院学校教育研究科履修規程（以下「改正後の履修規程」とい
う。）第３条，第６条本文，第10条，第13条，第15条，別表第１，別表第２及び別表第３
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改正後（平成19年度以降） 改正前（平成18年度以前）

の規定にかかわらず，なお従前の例による。ただし，改正後の履修規程別表第３に規定
する授業科目については，履修することができる。

３ 前項ただし書の規定により修得した単位は，修了要件30単位に算入しない。
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②学校教育学部
ア 国立大学法人上越教育大学学則の一部を改正する学則新旧対照表（抜粋）

改正後（平成19年度以降） 改正前（平成18年度以前）

国立大学法人上越教育大学学則（抄） 国立大学法人上越教育大学学則（抄）

第２章 学部 第２章 学部

（教育課程の編成方法等） （教育課程の編成方法等）
第４３条 学部の教育課程は，その教育上の目的を達成するために必要な授業科目を開設 第４３条 授業科目は，人間教育学関連科目，相互コミュニケーション科目，ブリッジ科
し，体系的に編成するものとする。 目，教育実践科目，専門科目及び卒業研究に区分する。

２ 前項に掲げる授業科目は，人間教育学関連科目，相互コミュニケーション科目，ブリ
ッジ科目，教育実践科目，専門科目及び卒業研究に区分する。

３ 略 ２ 教育課程の編成にあたっては，前項の区分による授業科目を必修科目，選択科目及び
自由科目に分け，これを各年次に配当するものとする。

４ 略 ３ 授業科目の授業は，講義，演習，実験，実習若しくは実技のいずれかにより，又はこ
れらの併用により行うものとする。

５ 略 ４ 前項の授業は,別に定めるところにより，多様なメディアを高度に利用して，当該授
業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。

（専修の目的，授業科目及び履修方法等） （授業科目及び履修方法等）
第４４条 専修の目的，授業科目及びその履修方法その他必要な事項は，別に定める。 第４４条 授業科目及びその履修方法その他必要な事項は，別に定める。

（成績の評価） （成績の評価）
第５０条 授業科目の試験の成績は，Ｓ，Ａ，Ｂ，Ｃ及びＤの５種の評語をもって表し， 第５０条 授業科目の試験の成績は，Ａ，Ｂ，Ｃ及びＤの４種の評語をもって表わし，Ａ，
Ｓ，Ａ，Ｂ及びＣを合格とし，Ｄを不合格とする。 Ｂ及びＣを合格とし，Ｄを不合格とする。

第３章 大学院 第３章 大学院

（教育方法及び教育課程の編成方法等） （教育方法及び教育課程の編成方法等）
第７０条 大学院の教育課程は，その教育上の目的を達成するために必要な授業科目を開 第７０条 大学院の教育は，授業科目の授業及び学位論文の作成等に対する指導（以下「研
設するとともに学位論文の作成等に対する指導（以下「研究指導」という。）によって， 究指導」という。）によって行う。
体系的に編成するものとする。

２ 大学院の教育は，授業科目の授業及び研究指導によって行い，授業科目は，共通科目 ２ 授業科目は，共通科目及び専攻科目に区分する。
及び専攻科目に区分する。

（専攻の目的，授業科目及び履修方法等） （授業科目及び履修方法等）
第７１条 専攻の目的，授業科目及びその履修方法並びに研究指導の方法その他必要な事 第７１条 授業科目及びその履修方法並びに研究指導の方法その他必要な事項は，別に定
項は，別に定める。 める。

（課程の修了） （課程の修了）
第７９条 修了の要件は，大学院に２年以上在学し，所定の30単位以上を修得し，かつ， 第７９条 修了の要件は，大学院に２年以上在学し，所定の30単位以上を修得し，かつ，
必要な研究指導を受けた上，学位論文又は特定の課題についての研究の成果の審査及び 必要な研究指導を受けた上，学位論文の審査及び試験に合格することとする。
試験に合格することとする。ただし，第75条第１項に規定する長期履修学生の修了要件
にかかる在学年数は，３年以上とする。

２ 略 ２ 前項の学位論文には，専攻の種類に応じ，指導教員の許可を得て，研究演奏又は研究
作品を加えることができる。

３ 略 ３ 第１項に規定する修了の要件を満たした学生に対する修了の認定は，教授会の議を経
て，学長が行う。
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改正後（平成19年度以降） 改正前（平成18年度以前）

（資格の取得） （資格の取得）
第８１条 略 第８１条 大学院学校教育研究科において取得することができる教員の免許状の種類は，

次のとおりとする。
(1) (1) 学校教育専攻

小学校教諭専修免許状
中学校教諭専修免許状（国語，社会，数学，理科，音楽，美術，保健体育，保健，
技術，家庭，職業，職業指導，英語，ドイツ語，フランス語，宗教）
高等学校教諭専修免許状（国語，地理歴史，公民，数学，理科，音楽，美術，工芸，

略 書道，保健体育，保健，看護，家庭，情報，農業，工業，商業，水産，福祉，商船，
職業指導，英語，ドイツ語，フランス語，宗教）
幼稚園教諭専修免許状

(2) (2) 幼児教育専攻
小学校教諭専修免許状
幼稚園教諭専修免許状

(3) (3) 特別支援教育専攻
特別支援学校教諭専修免許状 盲学校教諭専修免許状
特別支援学校教諭一種免許状 盲学校教諭一種免許状

聾学校教諭専修免許状
ろう

聾学校教諭一種免許状
ろう

養護学校教諭専修免許状
養護学校教諭一種免許状

(4) 略 (4) 教科・領域教育専攻
小学校教諭専修免許状
中学校教諭専修免許状（国語，社会，数学，理科，音楽，美術，保健体育，保健，
技術，家庭，英語）
高等学校教諭専修免許状（国語，地理歴史，公民，数学，理科，音楽，美術，工芸，
保健体育，保健，家庭，工業，英語）
幼稚園教諭専修免許状
養護教諭専修免許状
栄養教諭専修免許状

２ 略 ２ 前項の免許状を取得しようとする者は，教育職員免許法及び教育職員免許法施行規則
に定める所要の単位を修得しなければならない。

附 則
１ この学則は，平成19年４月１日から施行する。
２ 平成18年度以前に大学院学校教育研究科に入学した学生については，この学則による
改正後の国立大学法人上越教育大学学則第50条，第70条，第79条第１項本文及び第81条
第１項第３号の規定にかかわらず，なお従前の例による。
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イ 上越教育大学学校教育学部履修規程の一部を改正する規程新旧対照表（抜粋）

改正後（平成19年度以降） 改正前（平成18年度以前）

上越教育大学学校教育学部履修規程（抄） 上越教育大学学校教育学部履修規程（抄）

（専修の目的）
第２条 学部の専修において学生に修得させるべき能力等の教育目標は，次の表に掲げる
とおりとする。
専 修 名 目 的

学 校 教 育 専 修 臨床的視点から学校教育に関する専門の学芸を教授研究
し，広く豊かな知識を授けるとともに，教育実践の場におけ
る優れた指導能力を備えた初等教育教員を養成することを目
的とする。

幼 児 教 育 専 修 幼児教育に関する専門の学芸を教授研究し，広く豊かな知
識を授けるとともに，教育実践の場における優れた指導能力
を備えた初等教育教員を養成することを目的とする。

教科・領域教育専修 教科教育の多様な視点から学校教育に関する専門の学芸を
教授研究し，広く豊かな知識を授けるとともに，教育実践の
場における優れた指導能力を備えた初等教育教員を養成する
ことを目的とする。

（専修・コース） （専修・コース）
第３条 学生は，初等教育全般にわたる総合的な理解を深め，初等教育教員として必要な 第２条 学生は，初等教育全般にわたる総合的な理解を深め，初等教育教員として必要な
資質能力を培うとともに，特定の分野についての専門性を深めるため，２年次から学校 資質能力を培うとともに，特定の分野についての専門性を深めるため，２年次から学校
教育専修（学習臨床，発達臨床及び臨床心理学の各コース），幼児教育専修及び教科・ 教育専修（学習臨床及び発達臨床の各コース），幼児教育専修及び教科・領域教育専修
領域教育専修（言語系，社会系，自然系，芸術系及び生活・健康系の各コース）のいず （言語系，社会系，自然系，芸術系及び生活・健康系の各コース）のいずれかに所属し
れかに所属し履修するものとする。 履修するものとする。

２ 略 ２ 各専修・コースを履修する入学年次ごとの標準の学生数は，次の表に掲げるとおりと
する。

専 修 名 コ ー ス 名 専修・コースの学生数 専 修 名 コ ー ス 名 専修・コースの学生数
学 習 臨 床 コ ー ス 約20人

学 校 教 育 専 修
学 習 臨 床 コ ー ス 約20人

学 校 教 育 専 修 発 達 臨 床 コ ー ス 約14人 発 達 臨 床 コ ー ス 約20人
臨 床 心 理 学 コ ー ス 約 6人

幼 児 教 育 専 修 約10人 幼 児 教 育 専 修 約10人
言 語 系 コ ー ス 約25人 言 語 系 コ ー ス 約25人
社 会 系 コ ー ス 約15人 社 会 系 コ ー ス 約15人

教科・領域教育専修 自 然 系 コ ー ス 約20人 教科・領域教育専修 自 然 系 コ ー ス 約20人
芸 術 系 コ ー ス 約20人 芸 術 系 コ ー ス 約20人
生 活 ・ 健 康 系 コ ー ス 約30人 生 活 ・ 健 康 系 コ ー ス 約30人

（成績の評価） （成績の評価）
第１４条 授業科目の試験の成績は，Ｓ，Ａ，Ｂ，Ｃ及びＤの５種の評語をもって表し， 第１３条 授業科目の試験の成績は，Ａ，Ｂ，Ｃ及びＤの４種の評語をもって表し，Ａ，
100点満点中90点以上をＳ，80点以上90点未満をＡ，70点以上80点未満をＢ及び60点以 Ｂ及びＣを合格とし，Ｄを不合格とする。
上70点未満をＣとして合格とし，60点未満をＤとし，不合格とする。

２ 略 ２ 再試験により合格となったときの成績は，Ｃとする。
３ 学生は，一度合格と判定された授業科目については，取り消すこと又は再履修するこ
とができない。
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改正後（平成19年度以降） 改正前（平成18年度以前）

附 則
１ この規程は，平成19年４月１日から施行する。
２ 平成18年度以前に学校教育学部に入学した学生については，この規程による改正後の
上越教育大学学校教育学部履修規程（以下「改正後の履修規程」という。）第３条，第
14条及び別表の規定にかかわらず，なお従前の例による。ただし，改正後の履修規程別
表に規定する授業科目については，履修することができる。

３ 前項ただし書の規定により修得した単位は，卒業要件128単位に算入しない。




